
加入国際学術団体に関する調査票 
 
 

１ 国際学術団体活動状況（内規第 11 条 活動報告） 
団

体

名 

和 国際生化学・分子生物学連合 

英 International Union of Biochemistry and Molecular Biology 
（略 称 IUBMB ） 

団体 HP（URL） 
http://iubmb.org/ 
（日本学術会議が加盟していることの記載  有 ・ 無 ） 

国際学術団体における最近

のトピック 
（学術の進歩、当該団体の推

進体制の変化、国際機関・政

府・社会との関わり方等） 

・2024 年度ノーベル賞に米国生化学分子生物学会所属の David Baker
氏が計算機科学をタンパク質研究に応用してタンパク質立体構造予測を

可能とした研究に与えられた。受賞決定直後に氏の研究経緯が米国生化

学分子生物学会の ASMBB Today に掲載された

(https://www.asbmb.org/asbmb-today/science/100924/nobel-for-
breakthrough-in-biochemistry)。 
・国際紛争を受けて、紛争地帯の若手研究者受入支援の予算が確保され

公募が開始された（IUBMB Relocation Support for Displaced 
Trainees）。 
・最近の疾患関連生化学領域における進展を俯瞰するために関連ジャー

ナルである IUBMB Life にて「Special Issue on Computational 
Biology in Identification of Potential Biomarkers for Cancer 
Immunotherapy」と「The Role of Human Gut Microbiota in Health 
and Disease」と題する特集号が構想企画され、掲載論文の公募が始ま

った。前者では計算機生物学を活用したがん免疫療法の開発研究、後者

では細菌叢と疾患の関連に関する総説論文と原著論文を集める予定であ

り、生化学・分子生物学の領域内外への情報発信を目指している。 
・2024 年 9 月 24 日にオーストラリア・メルボルンにて開催された第

26 回大会（General Assembly）にあわせて評議員会がもたれ、執行部

の選挙が行われた。次期会頭として Sandhya Visweswariah（イン

ド）が選出された。第 27 回は 2027 年 9 月 19-23 日に南アフリカ・ケ

ープタウンで開催されることとなっている。大会では IUBMB 分科会

からの推薦により本橋ほづみ委員が招待講演者として発表した。各地域

には協力組織が設けられ、アジアオセアニア地区の FAOBMB: 
Federation of Asian and Oceanian Biochemists and Molecular 
Biologists（https://faobmb.com/）では IUBMB 分科会委員の菊池章

（大阪大）がプレジデントを務めていたが任期満了で退任し（2019-
2022）、前会長として引き続き運営に参画している。 

当該国際学術団体が対応す

る分野において学術の進歩

に貢献した事例 

第 26 回大会に先行してメルボルンにて生物物理ワークショップ、分子

神経化学会合、キャリアディベロップメントワークショップなどが開催

され、異分野融合と若手育成などについて活発な討論が行われた。世界

各地で教育ワークショップ、教育シンポジウム、研究ワークショップ等

を開催し、生化学・分生生物学の発展に寄与している。2024 年だけでも

既に 13 件開催している。IUBMB Early-Career Research Fellowships
など 9 種のフェローシップを提供し、若手・中堅生化学者の養成を目指

している。IUBMB Life など 8 件の定期刊行物を刊行し、成果の発信と

共有を進めている。（参考サイト：https://iubmb.org/activities/events-
archive/ など） 



 
政策提言や世界の潮流にな

りそうな研究テーマ・研究方

式・研究助成方式等 
 

SDGs 目標の一つである「教育」に関して、インターネット動画配信に

より生化学教育を広く共有することを目指し、IUBMB Ambassador for 
Trainees が 指 名 さ れ 、 教 育 動 画 な ど の 配 信 を 進 め て い る

（https://iubmb.org/resources/bri-fings-from-the-bench/）。新型コロナ

ウイルスワクチンで活用された RNA ワクチンの原理なども発信され、

好評であった。若手研究者の旅費等を IUBMB が負担して、Congress や

各地域での総会（アジア・オセアニアにおける FAOBMB（Federation 
of Asia Oceania Biochemistry and Molecular Biology）に相当）等への

参加を促す IUBMB Travel Fellowships を設けている。 IUBMB 
Congress ではさらに若手研究者を対象とする IUBMB Congresses a 
Young Scientists Program (YSP)、Whelan Young Investigator Award
等を設けており、学部生から若手までシームレスな支援を進めている。

さらに学術的貢献の顕著な研究者を Plenary Lectures、Jubilee 
Lectures 等にて顕彰している。 

 
日本人役員によるイニシア

ティブ事項や日本の参加に

よって進展や成果があった

事例 
 

第 26 回大会（General Assembly）にあわせて評議員会には日本から五

十嵐和彦、本橋ほづみ、本間光一の三名が delegate として出席し、意見

交換を行った。オープンサイエンスと国際連携を守る方向で次期会頭が

選出された。 

当該団体に加入しているこ

とによる日本学術会議、学

会、日本国民にとってのメリ

ットや変化 

2018 年度ノーベル医学生理学賞を受賞された本庶佑教授は 2006 年の

IUBMB Congress の会頭を務められ、盛大な学術会議を京都にて催され

た。本 Congress では、2016 年度ノーベル医学生理学賞を受賞された大

隅良典教授がオートファジーに関するプレナリーレクチャーを行われ

た。ノーベル賞につながった研究も含め、国内研究者による研究成果を

世界に発信する絶好の機会となってきた。次のノーベル賞が期待される

国内学者らがプレナリレクチャー等に招聘され続けている。 
また、国内研究者が IUBMB Congress へ参加することにより、留学生

が国内大学に参加するなど、国際交流活性化が進んでいる。五十嵐和彦

が IUBMB 分科会委員長として、25th IUBMB Congress (リスボン)や
26th IUBMB Congress (メルボルン)に日本人研究者が招待講演できる

よう推薦し、日本の研究状況と成果を世界にアピールできる機会を設け

た。菊池章が 2019 年から 2024 年まで FAOBMB President を務め、

コロナ禍の期間を含めてアジア・オセアニア地区での Conference や

Congress の開催を通じて、生化学、分子生物学の教育や研究の推進に貢

献した。また、Delegate の本間光一が 2029 年の FAOBMB Congress を

招致することに成功した。このような形で地域内での交流が活性化し、

生化学会など国内関連学会への海外からの出席につながっている。 
その他（若手研究者・女性研

究者育成法、科学者の倫理に

関する当該国際学術団体の

基本方針や憲章、資金提供ソ

ースの発掘における画期的

な方策等の特記事項など） 

IUBMB は世界の生化学分子生物学に関する学術領域において、以下の

目標を達成することを目指している。 
・研究者の多彩な交流を推進する 
・民族、分化、性、経済などの違いを越えてネットワークを形成する 
・若手研究者が各自の能力を最大限に発揮できるキャリアパスをつくる 
・公共政策に関してエビデンスに基づく助言を提供する 
・科学の価値、水準、倫理を推進し、全ての国で科学者による自由な活

動を推進する 
・多様性と包摂性を高めていく 



そのため、教育活動に注力しており、先述のオンデマンド動画配信に加

え、一般社会へ向けた解説動画も発信している。 
（https://iubmb.org/resources/biochemistry-education-movies/） 
生化学・分子生物学の教育体制が十分ではない地域での人材育成に貢献

すべく、上述のフェローシップに加え、地域を越えるワークショップや

シンポジウムの支援などにも注力している。 
大学院教育の質の向上へ向けて、博士号要件についての標準的クライテ

リアを取りまとめ発表している。 
（https://iubmb.org/resources/standards-for-the-doctoral-degrees/） 
生命科学安全性対策に関するワークショップを複数回開催し、ガイドラ

インをより実効性のあるものにし、諸国に広げていくことに取り組んで

いる。 
（https://iubmb.org/resources/biosecurity-guideline/） 

 
 
２ 今後の予定について（内規第 11 条 活動報告） 
総会、理事会の日本開催の予

定（招致等の予定も含む） 
2027年Congress招致について日本生化学会および日本分子生物学会と

検討したが、予算の見通しなどの問題があり、立候補を見送った。 
 

日本人の役員立候補等の予

定 
IUBMB 分科会および関連学会から IUBMB および FAOBMB に推薦を

継続していく予定となっている。執行部に加え、IUBMB Nomenclature 
Subcommittee などの委員公募への応募を奨励していく。2024 年度の

FAOBMB では推薦者は選出されなかった。 
現在、検討中の日本からの提

言や推進するプロジェクト

等の動き 

2030 年大会招致について、関連学会との意見交換を進めている。2029
年の FAOBMB Congress を招致することが決定したので、大会長予定

者の本間光一氏（IUBMB delegate）および関連学会等と連携して大会

の成功を確実にしていく。 
 
 
３ 国際学術団体会議開催状況（内規第 11 条 活動報告） 
総会・

理事

会・各

種委員

会等の

状況 
（過去

５年間

及び今

後予定

されて

いるも

の） 
 

総会開催状況 
2018 年（開催地：韓国（ソウル））、2022 年（開催地：ポルトガル（リスボ

ン））、2024 年（開催地：オーストラリア（メルボルン））、2027 年（開催

地：南アフリカ共和国（ケープタウン））（予定） 

理事会・役員

会等開催状況 

総会に会わせて、Ordinary General Assembly が開催される。 なお、2021
年総会は 2022 年に延期されたが、Ordinary General Assembly は 2021 年 7
月にウェブ開催された 
2018 年（開催地： 韓国 ）、 2021 年（開催地：ウェブ ）、 
2022 年（開催地： ポルトガル）、2024 年（開催地：オーストラリア（メ

ルボルン））、2027 年（開催地：南アフリカ共和国 予定） 

各種委員会

開催状況 

2016年（開催地：フィリピン）、 2017年（開催地：日本）、 
2018年（開催地：韓国）、2019年（開催地：マレーシア）、 
2020 年（開催地：スリランカ）、 2021 年（開催地：ニュージーランド） 
2022 年（開催地：中国）、2023 年（開催地：タイ） 
2024 年（開催地：オーストラリア） 



研究集会・会

議等開催状

況 

2024 年 IUBMB 大会（開催地：オーストラリア）、2024 年 FEBS 2024 
Advanced Lecture Course（開催地：ハンガリー）、 2024 Joint FEBS-IUBMB 
Advanced Lecture Course（開催地：ギリシャ）、2024 年 2024 IUBMB-
FAOBMB-ComBio Young Scientist Program（開催地：オーストラリア）、

2024 年 FEBS 2024 Advanced Course（開催地：英国）、2024 年 48th FEBS 
Congress（開催地：イタリア）、など年 20 件程度の研究集会等を開催してい

る。 

上記会議等への日本人

の参加・出席状況及び

予定 

2021 年第 25 回 IUBMB Congress 評議員会に中野明彦が Auditor として出席

し、会計監査役を務めた。五十嵐和彦（IUBMB 分科会委員長）と菊池章（分

科会委員）は Delegate として参加した。2024 年第 26 回 IUBMB Congress 評

議員会に五十嵐、本橋ほづみ、本間光一が Delegate として参加した。 

国際学術団体における

日本人の役員等への就

任状況（過去５年） 

役職名 役職就任期間 氏名 会員、連携会員の別 

Auditor  2015～2021 中野明彦 (23 期）会員・ 
（24 期）連携 

 ～  (  期）会員・連携 
 ～  (  期）会員・連携 
 ～  (  期）会員・連携 
 ～  (  期）会員・連携 
 ～  (  期）会員・連携 
 ～  (  期）会員・連携 

出版物 

１ 定期的（年 1〜12 回） 主な出版物名 
・BIOCHEMISTRY AND MOLECULAR BIOLOGY EDUCATION  
・BIOFACTORS  
・BIOTECHNOLOGY AND APPLIED BIOCHEMISTRY  
・IUBMB LIFE  
・STANDARDS FOR THE DOCTORAL DEGREES IN THE MOLECULAR BIOSCIENCES  
・TRENDS IN BIOCHEMICAL SCIENCES (ELSEVIER SCIENCES)  
 
２ 不定期（ 年 2 回程度 ） 主な出版物名 
・IUBMB Newsletter 

活動状況が分かる年次報告等があれば添付又は URL を記載 
（http:// iubmb.org/activities/                     ） 

 
 
 
  



４ 国際学術団体に関する基礎的事項（内規第３条、４条、５条） 

国
内
委
員
会
（
内
規
４
条
第
３
号
） 

委員会名 日本学術会議 IUBMB 分科会 

委員長名 五十嵐和彦 

当期の活動状況 

（開催日時 主な審議事項等） 
2024 年 11 月 6 日（博多）にて分科会を開催。出席者は 5 名。

IUBMB 大会報告、IUBMB および FAOBMB 執行部への委員推

薦の進め方、関連学会と日本学術会議との連携強化などについて

意見交換を行った。 
 
 
 

内
規
第
３
（
国
際
学
術
団
体
の
要
件
関
係
） 

国際学術交流を目的とする非政府的かつ非営利的団体である 
１．該当する   ２．該当しない 
※根拠となる定款・規程等の添付又は URL を記載（http://www.                             ) 

 各国の公的学術機関及び学術研究団体等が国際学術団体に国を代表する資格を有して

加入するものが、主たる構成員となっている（主たる構成員が、いわゆる「国家会員」で

あるか否か） 
 
１．該当する   ２．該当しない 
 
※根拠となる資料の添付又は URL を記載（http:// iubmb.org/about/organizations-special-
members/) 
下記の事項（ア～エ）のいずれか一つに該当するか（該当するものに○印） 
 
ア 個々の学術の専門分野における統一的かつ世界的な組織を有するもの 
 
イ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、統一的かつ世界的な組織を有す

るもの 
 
ウ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、ア又はイの国際学術団体を連合

した世界的組織を有するもの 
 
エ 構成員のうち、各国代表会員がアジア地域等我が国が関係する地域等に限られるもの

であって、当該国際学術団体の研究の領域が複数の専門分野にわたるもの 
 
10 ヵ国を超える各国代表会員が加入している 

１．該当する   ２．該当しない 

加入国数及び

主要な各国代

表会員を 
10 記載 

（ 79 ヶ国） 
・各国代表会員名／国名 
The Australian Academy of Science/AUSTRALIA, National 
Research Council of Canada/CANADA, The Chinese Society of 
Biochemistry and Molecular Biology (CSBMB)/CHINA (BEIJING), 
The Society for Biochemistry and Molecular Biology located in 
Taipei China/CHINA (TAIPEI), The Royal Danish Academy of 



Sciences and Letters/DENMARK, Indian National Science 
Academy (INSA)/INDIA, Polish Academy of Sciences 
(PAS)/POLAND, Russian Academy of Sciences (RAS)/RUSSIA, The 
Royal Swedish Academy of Sciences/SWEDEN, American Society 
for Biochemistry and Molecular Biology (ASBMB)/U.S.A. 

(参考）
国内関係学協会（主要２団体）
日本生化学会、日本分子生物学会




